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「おや/ \、 もう ランプ を 点ける 頃な の、 何と まあ 日 

が 短い こと だら うね ご 

すっかり 掃除 を 済して ピ 力/ \ とする 台 ランプ を 抱 

へた ユキ 子が、 静かに 私の 部屋に 入って 来たの を 見て 

私 は、 驚きの 眼を視 張って 云 ひました。 ユキ 子 は、 そ 

の ランプ を 私の 机の 上に 置く と、 

「点けて 行き ませう ね ご と 云 ふので す。 

「どうぞ 」 



油が すっかり なくなって ゐ たのよ ご 

「それで！」 と 私 は 不思議 さう に 眼を視 張って、 あ 

か/ \ と 輝いて ゐる ランプと ュ キ 子の 顔 を 見 くらべ ま 

した。 村に は 石 油を売る 店がない からです。 

「困って しま つて …… 」 

ュ キ子は 私の 顔 を 眺めて 皮肉 気な 笑 ひ を 浮べました _ 

石油が 尽きた などと いふ こと を 聞く と 私 は、 反って 悦 

んで、 勉強 を 止めて しま ふから なのです。 

「そっと、 大 いそぎで 町まで 行く つもりで 缶 を さげて 

出かけた のよ ご 

「止せば 好かった のに …… 」 



私 は 二三 日 前 村 境 ひの シネ ラリャ とい ふ 酒場で、 酒 

に 酔って、 源さん に 大変な 迷惑 を かけた こと を 思 ひ 出 

したので す。 その 日 は、 ユキ 子が 町へ 出かけて 帰りが 

遅かった ので、 例によって 私 は ランプの せゐ にして 出 

かけて しまった のです。 毎日々々 ユキ 子が つき、 りで 

ランプの 世話 をして 呉れる ので 私 は 止むな く 机に 嚙り 

ついて ゐ たのです が、 稀に 彼女の 帰りが 遅い と 思 ふと 

私 は 無性に 吻ッ として、 たそがれ 時になる やい なや シ 

^ね 

ネラ リャに 出かけて のう/ \ と 翼 を 伸した のです。 そ 

し て 私 は 安息日の 兵隊 の やう に 烏 頂 天に なった のです。 

あまり 調子に乗り 過ぎて、 とうく 動け なくなって、 



源さん の 肩に ブ ラ さが つ て 真夜中に 帰 つ て 来 ま した。 

「た >、 笑って ゐた わご 

私 は、 気はづ かし さの あまり 目が 眩み さう でした。 

「僕 は、 当分 あの タ バンの 前 は 通れ さう もない ご 

「出かける と 屹度、 何 かしら 失敗し なさる のね。 あた 

し 姉さんに 沁々 と 頼まれて ゐ るんで すから、 もう ひと 

りで 夜お 出かけに な つ て は 厭です よご 

「ランプが 点いて さへ ゐれ ば、 出かける わけに は 行か 

ないから …… 」 と 私 は、 何となく 故意と らしい 重々 し 

い 口調で 唸りながら 横 を 向きました。 どうしても 励ま 

なければ ならない 勉強の 仕事が 溜って ゐ るので 皆が 斯 



ん なに 心配す るので すが、 秘かに 云 ふと (明らかに 云 

ふと ユキ 子 達が 悲しむ からな のです が) 私 は、 恥し い 

話です が、 机に 向って 勉強 を するとい ふこと が 大嫌ひ 

で、 いつも 皆と ー処 になって ワイく と 遊んで ゐ るの 

が 何よりも 好きな のです。 

「舟で 使 ふ 石油 は、 あたし ランプに なんて 使へ ない と 

思って ゐ たのよ ご 

「ランプに だ つ て 使へ る さ。」 と 私 は つまらな さう に 

云 ひました。 

「さう なんです つてね！ これ 」 と ユキ 子 は ラン 

プを 指さして、 「舟 を 走らせる 石油な のよ。 その 石油が、 



今夜の 灯りな のよ。 それが、 あたし 何だか 可笑しく つ 

て 仕様がな いのよ ご と 云 ひながら、 ひとりで 笑って ゐ 

るので す。 

「僕 は 少しも 可笑しくな いご と 私 は 益々 つまらな さ 

うに 眩き ました。 

「お 邪魔した わね。 皆が 来る まで、 勉強 を 続けなさい 

ね。 九 時 頃 来 るんで すって、 それから 皆で 遊ぶ のよ。 

御馳走 は 向う から 持って来 るんで すって、 卓子 だけ 用 

意して おくわ。 さう/ \、 シネラ リャの キヨち やん も 

来る ッて、 さっき 花 を 呉れた わ。 キヨ ちゃんに 貰った 

花で 卓子 を 飾って おきます よご 



「 」 

私 は 急に 空腹に 迫られて、 凝つ として ゐられ さう も 

なくなりました。 

「それまで、 若しお なか、 V すいたら、 この パン を 少し 

づ つ 食べながら —— 」 

ユキ 子 は 私の 傍らに 石ころの やうな 黒 パン を 一 っ投 

げ 出して 出て 行きました。 



がら、 涯 しもない 夢に 耽りました。 

私 は、 源さん の 船に 乗って ゐ ます。 夜釣りに 出かけ 

る 舟です。 晴れた 夜空です。 

私が 誘 魚灯 を 抱へ てゐ るので す。 気づいて 見る と 私 

が 抱へ てゐ るの は、 机の 上で 使って ゐる ランプな ので 

す。 私 は、 舟が 揺れたら 消え はしまい かと 案じて、 有 

りが た い 物 を 捧げ て y もゐ るかの やう に 神妙に ラ ンプ 

を 保って ゐ ますが、 余程 静かな 波 だと 見えて、 ランプ 

の 炎 は 眼ば たき ほど も ゆるぎません。 

「でも、 源さん、 こんな 小さな ランプで、 魚が 気づく 

でせ うかね？」 
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